
オンライン通院システム 
CLINICS（クリニクス）の安全性について

1. 暗号化により全ての通信を保護
データのやり取りの内容を外部から見ることができないよう、SSL通信を採用しています。また、SSL
通信には、最高水準の暗号方式「2048bit」のEV-SSL証明書を利用した方式を採用しています。

2. 秘匿性の高いオンライン診察
診察ごとにユニークでランダムなURLを使い捨てているため、オンライン診察用のURLを推測すること
は不可能です。また、オンライン診察は医師と患者間の1対1にのみ限定され、仮に第3者がオンライン
診察用のURLを入手したとしても、当該診察を傍受することはできません。

CLINICSでは、診察に必要なカルテ情報やクレジットカード情報は保管せず、ログインID、パスワード
等、オンライン通院を行うのに必要最低限の情報のみ保管しています。決済には国内外の大手企業でも
採用されている、信頼性の高い外部サービスを活用しており、万が一の際の情報漏洩リスクも最小限に
抑えています。

３. 最小限に抑えられた個人情報

誤ったログインID・パスワードで一定回数以上ログインを試みられた場合、自動的にアカウントがロッ
クされ、悪意のあるアクセスから保護します。セッションにも短い有効期限を設定しており、不正アク
セスのリスクを低減しています。

４. 不正ログインを防ぐアカウントロック、セッション管理

複数の医師、複数の弁護士などによって構成されるCLINICS倫理委員会を設置し、 
医学的・法的な観点から遠隔診療の適切な普及を推進しております。 

株式会社メドレー CLINICS事業部 2017/02/02

遠隔診療ソリューション領域において、メドレー社の「CLINICS」はシェアNo.1※ 
となっております。全国のクリニック、病院などで利用され、多くの先生から支持を
頂いており、現在も契約数は伸び続けています。
※株式会社シード・プランニング「2016年版遠隔診療サービスの現状と将来展望」記載の導入数より
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